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衆
議
院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
感
染
症
が
流
行
し
た
と
き
の
対
応
の
た
め
の
病
床
を
平
時
か
ら
保
持
し
て
お
く
必
要
性
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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が
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た
め
の
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を
平
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か
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に
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弁
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一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
感
染
症
拡
大
時
の
緊
急
時
に
必
要
と
な
る
病
床
数
」
、
「
地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
、
感
染
症
緊
急
対
応
病

床
を
域
内
の
医
療
機
関
に
配
置
す
べ
き
」
及
び
「
感
染
症
緊
急
対
応
病
床
を
・
・
・
建
替
え
計
画
の
あ
る
医
療
機
関
に
配
置

す
る
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
感
染
症
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
が
定
め
る
予
防
計
画
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
地
域
の
感
染
症
指
定
医

療
機
関
の
病
床
の
確
保
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
今
後
、
感
染
症
に
係
る
医
療
を
含
め
た
弾
力
性
の
あ
る
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

御
指
摘
の
医
療
計
画
及
び
地
域
医
療
構
想
を
含
め
、
必
要
な
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


